
リボン計画実績報告
（おおた地域共生ボランティアセンター）

【資料番号６】

（１）地域福祉コーディネーター体制強化
（２）子どもの居場所づくり事業
（３）地域の支えあいのサポート活動
（４）様々な地域貢献のカタチの提案
（５）災害ボランティアセンターの強化
（６）地域の支えあいのプラットフォーム

1



（１）地域福祉コーディネーターの
体制強化
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地域からの個別の相談に応じ、適切な資源や専門機関に
つなげるとともに、地域の方と共に、その解決につなげ
る活動を行いました。

■地域からの相談の受け止め

【個別相談対応】

⇒コロナ禍の影響あり、個別の相談、特に生活困窮の

相談が増えてきています。 3



令和３年度から（１３名で、さらなる強化）
大田区版地域共生社会実現のため両者を統合することでさらなる強化を図る
大田社協に拠点を置き（人員を社協に配置し）集約し、チーム体制で活動する

地域福祉コーディネーターの変遷と統合へ
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「地域ささえあい強化推進員」配置（平成３０年度）
 ４人（嶺町・田園調布・糀谷・大森東の地域包括）
フレイル予防の地域づくりの展開のために設置

令和元年度
 ２か所増設（蒲田西・矢口の地域包括）
 6人
地域福祉計画策定で支え合い地域づくり全世代型

令和２年度
 ２か所増設（大森・馬込の地域包括）
 ８人
地域共生社会づくりに向け強化し、エリア拡大

令和２年度
 地域福祉コーディネーター増員
 ５人
 「地域ささえあい強化推進員」と連携して活動

令和元年度（地域共生ボランティアセンター設置）
 地域共生担当係長設置
強化のため組織改正・リボン計画で区計画との連動

「地域福祉コーディネーター」設置（平成３０年度）
 4人（大森・調布・蒲田・糀谷羽田の基本圏域）
世代・分野問わない支援体制構築のために設置

大田区 社会福祉協議会



■令和３年度の体制
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①両者の動きは非常に共通している部分が多く、
役割を統一することで、より動きが活性化する。

②区内に点在していた人を、１か所に集めることで、
チーム力を生かした動きにしていく。

③勤務場所が一か所になることで、常時相談、協力

できる体制となります。
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■本体制による効果



（２）子どもの居場所づくり事業
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不登校・引きこもりは、年々増加し、

小学生の不登校出現率は10年前と比べ

て２倍以上になっていて、区内では、

特に小学校低学年の不登校児の居場所

がないのが現状。

■実施の背景
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■子どもの居場所づくり事業（地域協働事業）

家庭や学校以外で、多様な体験を得る子どもたちの

居場所を地域の団体の皆さんと協働で実施。
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（３）地域の支えあいのサポート活動
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■絆サポーターが行う様々なサポート
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■シニア男性の地域の活躍の場を
広げる取組み「助っ人」サービス

退職後も、まだまだ地域の力となるシニアの男性が数多くいらっしゃ
います。おおた社協は、その力を生かせる場として、ちょっとした困
りごとを助ける『助っ人サービス』に取り組んでいます。

今年度実績 ３０件 実働男性サポーター １０名

12



■絆サポーター登録者数（現：２９７名）
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（４）様々な地域貢献のカタチの提案
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①地域で広がるフードドライブ活動

たった一品の寄付から始められる地域貢献活動でもある

フードドライブの活動が、活発になってきています。

今年１年でも以下の取組みが行われ、多くの食料が届きました。

≪地域での開催≫

●シニアステーション糀谷とＪＡＬとの協働開催（年１回）

●グランドュオ蒲田店と協働開催（年３回）

●区・特別出張所（４か所）と協働開催（年３回）

●ザ・リバープレイス自治会（下丸子）

おおた社協では、常時食料寄付を受けており、

年間1,700点、100名を超す区民の方が来所。
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地域スーパー/コンビニとの協働の取組み
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②今から始められる地域貢献・家ボラ
 １年近い、長い見えないウィルスとの闘いの中、区民の皆さんへ

ウィルスに負けず、より一層人と人との絆を強くするための活動

の提案を行いました。
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（５）災害ボランティアセンターの
強化の取組み
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・昨今、都市部においては、高齢者のみ世帯、単身世帯や地

域との接点が少ない若い世帯も増えているため、被災した

自宅の復旧作業を単独で行えることは非常に困難。

そんな時、災害ボランティアは、サポートが必要な世帯に対し、

区内外からボランティアを集め、生活再建をいち早く進める

役割を担います。

■災害ボランティアの必要性
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■災害ボランティアセンター年間活動

具体的な取組み 目的 概要 実施時期

『災害ボランティア
センター体験会』

災害ボランティアの
啓発促進

・毎年、特定地区で地域への災害ボ
ランティアへの理解啓発を図るた
めの講座、体験会を行う。

９月～１１月

『災害ボランティア
初めて講座』

災害ボランティア
登録者の増加

・広く一般の区民を対象とした災害
ボランティアの理解を深め、
災害ボランティア登録者を増やす
取組み。

９月

『災害ボランティア
リーダー講習』

センター運営者の強化
・区職員、災ボラ経験者、社協職員
を中心にセンター運営の連携、知識
を得るための取組み。

３月
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 令和元年度：蒲田西特別出張所と連携

■実施日：令和元年１月２２日

■実施場所：蒲田西特別出張所会議室

■参加者数：５０名

 令和２年度：大森西特別出張所と連携

■実施日：令和２年１２月１０日

■実施場所：こらぼ大森

■参加者数：２１名

これまでの特別出張所との連携の取組み

※主な参加者：自治会・町会/民生委員/災害ボランティア経験者/

出張所職員/地域の一般参加者等

 令和２年度：大森東特別出張所と連携

■実施日：令和２年１１月１４日

■実施場所：大森東特別出張所会議室・防災公園

■参加者数：３７名

≪大森東地区≫

≪大森西地区≫
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■避難所と災害ボランティアセンターとの関係
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（６）地域の支えあいのプラットフォーム
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■プラットフォームって？

様々な個人・団体が、双方の強みを持ち寄
り、個々では解決できない課題を解決する
ための共通の土台となります。

24



こんなことを話し合っています！

コロナ禍で、地域の方の様子が見えづら
くなっている状況の中、困っている住人
の情報を持ち寄り、共有しています。

参加者同士の強みを共有し、地域の中で、
できることがないかを話し合っています。
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■蒲田西プラットフォームの話し合いの風景

【工学院生がオンラインで参加】
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